
【道民カレッジ連携講座】 

 

 

(1) 行 政 説 明「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について」 

講師 文部科学省総合教育政策局地域活動推進課課長補佐 下 田   力 氏 

(2) テーマ説明「研究テーマ『地域づくりの担い手育成に向けた行政と住民の連携・協働』について」 

北海道立生涯学習推進センター職員 

(3) 事例紹介Ⅰ「胆振東部地震被災地の現状について」 

コーディネーター 釧路町教育委員会(北海道社会教育主事会協議会会長) 江 端 邦 仁 氏 

パネリスト 厚真町教育委員会  斉 藤   烈 氏 

パネリスト むかわ町教育委員会 飛 岡 雅 幸 氏 

パネリスト 安平町教育委員会  大 橋 祐 翔 氏 

(4) 基 調 講 演「防災を起点とした地域コミュニティの形成(仮)」 

講師 コミプロデザインファシリテーション研究所所長 三 角 幸 三 氏 
（内閣府地域活性化伝道師） 

(5) 研 究 協 議「地域コミュニティの形成に向けた社会教育行政の役割」 

ファシリテーター 北海道教育委員会社会教育主事 

(6) 事例紹介Ⅱ「『行政と住民の連携・協働』につながる取組～地域コミュニティ形成ツールとしての防災等の取組」 
協力 北海道庁関係部署[総務部危機対策課・総合政策部地域政策課・建設部維持管理防災課]、北海道

町内会連合会、北海道民生委員児童委員連盟、道立図書館、ネイパル森 

(7) 社会教育基礎講座「生涯学習・社会教育に関する基本的事項や今日的な課題について」 
※受講対象：昨年度まで実施した全道社会教育主事等研修会・北海道社会教育セミナーでの「社会

教育基礎講座」未受講で、かつ社会教育行政経験２年未満の参加者。 

 

北 海 道 社 会 教 育 セ ミ ナ ー 
＜研究テーマ＞地域づくりの担い手育成に向けた行政と住民の連携・協働 

～災害に負けない地域コミュニティの形成～ 

１ 趣旨  地域づくりや人づくりを推進する生涯学習・社会教育の中核を担う社会教育主事等の専門性を高め

るとともに、関係する行政職員（生涯学習関連施設を含む）や社会教育委員等各種委員、社会教育団

体関係者等が一堂に会して、地域の生涯学習・社会教育を推進する上での課題と、その解決に向けた

方策について理解を図る。 

２ 主催 北海道教育委員会 

３ 後援 北海道社会教育主事会協議会 

４ 期日 平成 31 年５月 30 日(木)から５月 31 日(金) 

５ 会場 道民活動センタービル「かでる２・７」（札幌市中央区北２条西７丁目） 

６ 対象 市町村及び市町村教育委員会事務局職員、各種審議会委員（社会教育委員、生涯学習審議会委員等）

社会教育関係団体職員、生涯学習関連施設職員（公民館主事、図書館司書、学芸員）等 

７ 日程および研修内容 

８ その他 (1) １日目の「講演」(１単位)を道民カレッジ連携講座地域活動コースとして実施します。 
(2) 資料展示・ＶＴＲ放映を希望する場合は別紙２「平成 31 年度社会教育セミナー展示・ＶＴＲ上

映申込書」を 5/21(火)までに提出してください。 
(3) 昼食は各自でご用意ください。（昼食の斡旋はありません） 
 

お申込み・お問い合わせ 

申込方法 別紙参加申込書に記入の上、下記申込先へ郵送・ＦＡＸ・電子メールのいずれかの方法で送付する。 
     ※ご記入いただいた個人情報は「北海道個人情報保護条例」に基づき、本事業の運営に必要な範囲内での使用

といたします。 

申込先  北海道立生涯学習推進センター （担当：久末・田中・米澤） 
【郵送】    〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目 かでる２・７ ８階 
【ＦＡＸ】   011－261－7431 
【電子メール】 shougai.12@pref.hokkaido.lg.jp 
※開催要項・参加申込書・展示等申込書は、当センターホームページからダウンロードできます。 

(https://manabi.pref.hokkaido.jp/) 

申込締切 平成 31 年５月 23 日(木) 
問合せ先 北海道立生涯学習推進センター 011-231-4111 内 36-326〔午前８時 45 分から午後５時 30 分〕 
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○１日目の受付は 9:30 からとなります。終了時刻は 17:15 予定です。 
〇２日目の受付は 1日目の研究協議の会場となります。基礎講座の方は 
１日目終了後にご案内します。終了時刻は 12:15 予定です。 

〇事例発表Ⅱのみ参加の方は 9:20 までに直接 10 階までお越しください。 
事例紹介Ⅱ 
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昨年末の中央教育審議会答申「人口減少時代の新しい地域づ
くりに向けた社会教育の振興方策について」をもとに社会教
育に関する国の動きについて共通理解をはかります。 

昨年９月の「胆振東部地震」の被災から現在までの様子を厚
真町・むかわ町・安平町の教育委員会職員の方からパネルト
ーク形式でうかがいます。 

開場  ５月 30 日 09:30 
    ５月 31 日 08:50 
開会式 ５月 30 日 10:00～ 

防災教育が社会教育行政のゴールではないことを認識し、基
調講演、事例紹介を参考にしながら防災教育、防災の取組を
きっかけとした地域コミュニティの形成について協議しま
す。また地域コミュニティを形成する上での社会教育行政の
役割について改めてふりかえります。 

〒060-0002 
札幌市中央区北２条西７丁目 

(かでる 2･7 ８階) 
TEL/FAX 011-204-5782/261-7431 
shougai.12@pref.hokkaido.lg.jp 

《経歴》 
熊本県社会教育委員、文部科学省女性の保育環境の改善
協議会委員などを歴任。県教育委員会に従事していた経
験から、家庭教育や人権教育及び学校支援など数多くの
教育関係への活動のほか、生涯学習や地域連携に関し、
内閣府の「地域活性化伝道師」として全国各地で講演会
やファシリテーターとしての幅広い活動を行っている。 

お申込み・お問合せ 
申込方法 参加申込書に記入の上、右記へ郵送・ＦＡＸ・電子メールで申し込み 
申込締切 平成 31 年５月 23 日(木) 
問合せ先 北海道立生涯学習推進センター（担当：久末・田中・米澤） 
     ☎011-231-4111 内 36-326〔午前8時 45 分から午後5時 30 分〕 

昨年度の研究

協議の様子 

① 北海道の防災教育について(道庁危機対策課) 
・Do はぐ、１日防災学校、北海道防災教育アドバイザー制度など 

② 防災関連事業への支援について(道庁地域政策課) 
 ・地域づくり総合交付金など 
③ 水防災の取組について(道庁維持管理防災課) 
 ・逃げ遅れ“0”に向けた取組(水防災意識社会の再構築)など 
④ 民生委員が進める地域の支え合い(北海道民生委員児童委員連盟) 
・住民支え合いマップづくりの取組、民生委員の役割など 

⑤ 町内会自主組織の取組について(北海道町内会連合会) 
 ・災害につよいまちづくり全道運動の取組など 

⑥ 図書を活用した防災の普及啓発について(道立図書館) 
・防災に関する図書の紹介、防災をテーマにした読み聞かせなど 

⑦ 体験活動支援施設による防災教育(ネイパル森) 
・簡単な防災グッズを活用した体験活動例の紹介など 

⑧ 防災教育教材「さすけなぶる」について(FURE) 
 ・福島大学ふくしまうつくしま未来支援センター「さすけなぶる」の紹介パネルの展示。 

生涯学習・社会教育に関する基本事項や今日的な課題について理解
を深めます。２日目は、研究協議は事例紹介をもとに研究協議に加
わります。 

※発表はポスターセッション形式で行います。 
（１回目 9:25～ ２回目 9:45～ ３回目 10:05～） 

 ※各自で選択してご参加ください。（事前申込不要） 

市町村及び市町村教育委員会事務局
職員、各種審議会委員（社会教育委員、
生涯学習審議会委員等）社会教育関係
団体職員、生涯学習関連施設職員（公
民館主事、図書館司書、学芸員）等 


